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イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
お
よ
び

法
執
行
に
関
す
る
日
米
比
較

山　

本　

雅　

道

　

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
、
九
一
七
六
と
五
八
六
、
こ
れ
は
何
の
数

字
で
し
ょ
う
か
。
有
名
な
数
字
で
は
な
い
の
で
、
す
ぐ
に

は
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る
数
字
で
す
。
単
位
は
文
字
と

Letters

（
文
字
数
）
で
、
九
一
七
六
は
日
本
、
五
八
六

は
ア
メ
リ
カ
と
言
え
ば
、
少
し
お
察
し
が
つ
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
に
お
け
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
中
心
と
な

る
金
商
法
（
金
融
商
品
取
引
法
）
一
六
六
条
は
、
非
常
に

長
い
条
文
で
す
。
そ
も
そ
も
金
商
法
は
長
い
条
文
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
長
い
と
言
っ
て
い
い
条
文

の
一
つ
で
、
九
一
七
六
文
字
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
金
商
法

だ
け
の
文
字
数
で
、
さ
ら
に
施
行
令
（
金
融
商
品
取
引
法

施
行
令
）、
内
閣
府
令
（
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る

内
閣
府
令
）
な
ど
が
加
わ
る
と
、
も
っ
と
膨
大
な
数
に
な

り
ま
す
。
他
方
で
五
八
六
文
字
は
、
ア
メ
リ
カ
で
主
に
使

わ
れ
て
い
るRule-10b-5

と
い
う
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規

制
の
中
心
と
な
る
条
文
で
す
。
数
字
を
一
つ
と
っ
て
も
、

長
く
精
密
に
規
制
す
る
日
本
法
と
、
あ
る
程
度
漠
然
と
短

く
規
制
す
る
ア
メ
リ
カ
法
の
違
い
が
如
実
に
表
れ
て
い
ま
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す
。

　

さ
て
、
本
日
は
、
大
き
く
三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

　

一
つ
目
の
ト
ピ
ッ
ク
は
規
制
の
日
米
比
較
で
す
。
日
本

の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
中
心
と
な
る
金
商
法
一
六

六
条
は
、
明
確
・
詳
細
に
定
義
づ
け
ら
れ
、
要
件
も
細
か

く
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
ア
メ
リ
カ
は
、
直
接
的
に

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を
禁
止
す
る
制
定
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
確
か
にRule-10b-5

は
制
定
法
の
一
つ
で
す
が
、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
、
未
公
表
の
事
実
と
い
っ
た
こ
と
は
全

く
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
一
般
的
な
証
券
に
関

す
る
不
公
正
な
行
為
を
禁
止
す
る
非
常
に
短
い
条
文
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、Rule-10b-5

を
ど
の
よ
う
に
法
執

行
で
使
う
の
か
。
こ
れ
を
基
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ

（Security and Exchange Com
m

ission　

連
邦
証
券

取
引
委
員
会
）
が
裁
判
を
起
こ
し
、
裁
判
所
が
判
決
を
出

し
た
判
例
法
、
判
断
を
積
み
重
ね
て
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
の
定
義
づ
け
、
要
件
が
整
備
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
そ
の
規
制
を
使
っ
て
実
際
の
法
執
行
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本

で
は
刑
事
手
続
と
課
徴
金
手
続
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
場

合
は
刑
事
手
続
、
民
事
手
続
、
行
政
手
続
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
執
行
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
、
民

事
手
続
は
日
本
に
な
い
も
の
で
、
法
執
行
機
関
で
あ
る
Ｓ

Ｅ
Ｃ
が
行
為
者
に
対
し
て
裁
判
を
起
こ
す
手
続
で
、
オ
プ

シ
ョ
ン
が
一
つ
多
い
。
そ
し
て
、
行
政
手
続
は
、
課
徴
金

手
続
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
中

で
行
う
手
続
で
す
。
さ
ら
に
、
民
事
制
裁
金
と
い
う
特
徴

あ
る
救
済
手
段
が
あ
っ
て
、
民
事
手
続
、
行
政
手
続
で
行

為
者
に
対
し
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

三
つ
目
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
近
年
の
、
特
に
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
法
執
行
に
関
す
る
重
要
論
点
を
三
つ
紹
介
し

ま
す
。
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一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
法
執
行
が
和
解
と
い
う

結
果
に
終
わ
る
こ
と
が
約
九
割
と
非
常
に
多
い
の
で
す

が
、
そ
こ
に
お
け
る
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
最
近
少
し
変
更

が
ご
ざ
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
去
年
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政

手
続
で
民
事
制
裁
金
を
科
す
の
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
い

う
画
期
的
な
最
高
裁
判
決
が
、
特
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
法
執
行
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
三
つ
目
は
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
範
囲
を
広
げ

る
可
能
性
の
あ
る
去
年
の
裁
判
所
の
判
断
で
す
。
こ
れ
は

ま
だ
地
裁
の
レ
ベ
ル
の
判
断
で
あ
る
も
の
の
、
新
し
い
理

論
を
使
っ
た
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
つ
な
が
る
話
を

最
後
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
日
は
、
私
の
意
見
め
い
た
こ
と
も
多
少
申
し

上
げ
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
私
の

個
人
的
見
解
で
す
。
ま
た
、
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護

士
の
資
格
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
日
は
あ
く
ま
で

一
般
的
な
情
報
と
い
う
こ
と
で
、
決
し
て
法
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
の
提
供
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ

い
。一�

、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
日
米

比
較

　

は
じ
め
に
、
日
本
法
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
金
商
法
一
六

六
条
は
九
〇
〇
〇
字
を
越
え
ま
す
の
で
、
簡
単
に
一
覧
表

に
ま
と
め
ま
し
た
（
図
表
１
）。

　

何
を
要
件
と
す
る
か
は
多
少
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
一
六
六
条
一
項
は
「
会
社
関
係
者
」
を
対
象
に
、

「
会
社
関
係
者
で
あ
っ
て
、
重
要
事
実
を
職
務
等
に
関
し

知
っ
た
者
は
、
当
該
重
要
事
実
の
公
表
後
で
な
け
れ
ば
、

有
価
証
券
等
の
売
買
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
旨
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
六
六
条
三
項
で
は
一
次
情
報
受
領
者
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。「
一
次
」
と
い
う
の
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
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ト
で
、
日
本
の
場
合
は
あ
く
ま
で
一
次
（
最
初
）
の
情
報

受
領
者
が
規
制
対
象
と
な
り
、「
重
要
事
実
を
会
社
関
係

者
か
ら
伝
達
さ
れ
た
者
は
、
当
該
重
要
事
実
の
公
表
後
で

な
け
れ
ば
、
有
価
証
券
等
の
売
買
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

旨
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
金
商
法
一
六
六
条
は
非
常
に
長
い
条
文
だ
と

申
し
ま
し
た
。
私
も
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
（
証
券
取
引
等
監
視
委
員

会
）
に
い
る
時
分
に
は
分
厚
い
証
券
六
法
と
格
闘
し
て
い

ま
し
た
が
、
金
商
法
だ
け
で
は
済
ま
ず
、
施
行
令
、
課
徴

金
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二

の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
）
な
ど
を
見

な
い
と
、
規
制
の
全
体
像
は
見
え
て
こ
な
い
の
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
一
つ
の
大
き
な
理
由
は
罪
刑
法
定
主
義
で

す
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
は
課
徴
金
の
制
度
も
あ
り
ま
す

が
、
刑
罰
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
刑
罰
が
科
さ
れ
る

場
合
に
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
を
法
律
で
明
確
に
定

図表１

•

•
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め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
殺
人
罪
で
あ
れ
ば
、

ど
う
い
う
行
為
が
犯
罪
に
な
る
か
は
明
ら
か
で
す
か
ら
、

条
文
を
特
別
長
く
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
は
経
済
的
に
非
常
に
複
雑
な
犯
罪
で
す

か
ら
、
こ
れ
を
条
文
に
す
る
と
大
変
長
く
な
り
、
か
つ
、

金
商
法
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
る
の
で
す
。

　

重
要
事
実
は
、
金
商
法
と
施
行
令
で
細
か
く
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
法
に
は
こ
う
い
っ
た

定
義
は
全
く
な
く
、
法
律
で
何
が
重
要
か
も
書
い
て
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は
重
要
事
実
が
例
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
規
定
さ
れ
て
い
る
重
要
事
実
と
し
て
は
、
次

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

①�　

決
定
事
実
（
１
号
）
は
、
増
資
、
Ｍ
＆
Ａ
、
新
技

術
の
企
業
化
、
業
務
提
携
な
ど
。

　

②�　

発
生
事
実
（
２
号
）
は
、
災
害
、
訴
訟
、
免
許
取

消
し
、
手
形
不
渡
り
な
ど
。

　

③�　

業
績
修
正
（
３
号
）
は
、
売
上
高
・
経
常
利
益
・

純
利
益
・
配
当
。

　

④�　

バ
ス
ケ
ッ
ト
条
項
（
４
号
）
は
、
①
～
③
を
除

き
、
当
該
会
社
の
運
営
・
業
務
・
財
産
に
関
す
る
重

要
事
実
で
、
投
資
判
断
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
。
こ
れ
は
日
本
法
ら
し
さ
が
無
い
と
い
う
か
、
あ

ま
り
細
か
く
定
義
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
「
投
資
家
が
重
要
と
考
え
る

も
の
が
重
要
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
参
考
に

し
て
い
る
の
で
す
。

　

①
、
②
は
投
資
家
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
影
響
力
の

小
さ
い
も
の
は
重
要
事
実
か
ら
外
す
と
い
う
こ
と
で
、
軽

微
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
あ
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
条
項
の
適
用
例
と
し
て
は
、

薬
品
の
副
作
用
の
発
生
、
粉
飾
決
算
の
発
覚
、
製
品
の
強

度
試
験
結
果
の
改
竄
な
ど
、
①
～
③
に
直
接
に
は
当
て
は

ま
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
四
年
、
金
商
法
一
六
七
条
の
二
と
し
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て
、
伝
達
・
取
引
推
奨
規
制
が
加
わ
り
ま
し
た
。「
会
社

関
係
者
で
あ
っ
て
、
重
要
事
実
を
職
務
等
に
関
し
知
っ
た

者
は
、
他
人
に
対
し
、
公
表
前
に
利
益
を
得
さ
せ
る
等
の

目
的
を
持
っ
て
（
目
的
要
件
）、
伝
達
又
は
取
引
の
推
奨

を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
（
図
表
２
）。

　

二
○
一
○
年
前
後
は
公
募
増
資
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
が
増
え

た
時
期
で
す
。
公
表
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
基
に
取
引
を

し
た
者
は
従
来
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
枠
で
捉
え
ら
れ

た
も
の
の
、
そ
も
そ
も
問
題
と
な
る
の
は
情
報
を
出
し
た

者
で
は
な
い
か
、
情
報
伝
達
あ
る
い
は
取
引
の
推
奨
も
取

り
締
ま
る
べ
き
だ
と
い
う
声
を
受
け
て
、
二
○
一
四
年
に

ア
メ
リ
カ
のT

ipping

（
情
報
の
不
正
流
用
）
の
判
例
理

論
を
ベ
ー
ス
に
新
た
な
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
同
条
に
関
連
し
て
刑
事
罰
／
課
徴
金
の
対
象
と
な
る

の
は
、
当
該
情
報
伝
達
・
取
引
推
奨
を
投
資
判
断
の
要
素

と
し
て
売
買
し
た
場
合
（
取
引
要
件
）
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
コ
モ
ン
ロ
ー
（
判
例
法
）
の
国
で
あ
り
判

図表２

•

•
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例
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
判
例
が
先
例
的
に

後
の
判
断
を
拘
束
し
ま
す
。
判
例
法
が
制
定
法
よ
り
も
優

先
さ
れ
る
と
い
う
誤
解
を
生
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

コ
モ
ン
ロ
ー
の
国
で
あ
っ
て
も
、
制
定
法
が
あ
れ
ば
、
制

定
法
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
は
日
本
と
全
く
変
わ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
制
定
法
は
、Rule-10b-5

の
よ
う
に
、
か

な
り
曖
昧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
ど
う
解
釈
し
、

書
か
れ
て
い
な
い
部
分
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
判
例
が
制
定
法
の
解
釈
あ
る
い
は
空
白
部
分
を
補
充

す
る
形
で
、
一
体
と
し
て
法
に
な
る
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
法
令
も
連
邦
法
と
州
法
の
二
種
類
あ

り
ま
す
。
連
邦
法
は
連
邦
議
会
が
制
定
し
、
ア
メ
リ
カ
全

土
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
と
海
外
の
取
引
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
一
方
、
証
券
の
発
行
な
ど
に
お
い
て
、
州
で
完
結
す

る
よ
う
な
内
容
に
関
し
て
は
、
独
立
し
た
主
権
を
持
つ
そ

れ
ぞ
れ
の
州
が
、
そ
の
州
独
自
の
法
律
を
制
定
し
ま
す
。

連
邦
法
が
規
制
す
る
部
分
、
州
法
が
規
制
す
る
部
分
、
重

な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
は
、
連
邦
法
の

話
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
法
は
、
主
に
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
一
九
三
三
年
に
制
定
さ
れ
たSecurities 

A
ct

（
連
邦
証
券
法
）
で
、
発
行
市
場
に
関
す
る
連
邦
法

で
す
。

　

二
つ
目
は
、
一
九
三
四
年
に
制
定
さ
れ
たExchange 

A
ct

（
連
邦
取
引
所
法
）
で
、
流
通
市
場
に
関
す
る
連
邦

法
で
す
。
非
常
に
古
い
法
律
で
す
が
、
多
く
の
改
正
を
経

て
、
い
ま
だ
に
効
力
が
あ
る
二
つ
の
メ
イ
ン
の
連
邦
法
で

す
。

　

三
つ
目
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
で
、
法
執
行
の
中
心
と
な
る

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
作
っ
た
規
則
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
日
本

の
施
行
令
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
作
っ
た

規
則
も
、
米
国
証
券
取
引
法
の
重
要
な
一
部
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
説
明
す
るRule-10b-5

は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則

の
一
つ
で
す
。
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こ
れ
は
、
冒
頭
で
五
八
六
文
字
と
言
っ
たRule-10b-5

の
原
文
で
す
。
非
常
に
短
く
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
や
未

公
表
の
事
実
と
い
っ
た
こ
と
は
一
切
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
翻
訳
し
た
も
の
が
こ
ち
ら
で
す
（
図
表
３
）。

　

日
本
語
に
訳
す
と
、
証
券
に
関
し
て
何
か
不
正
・
不
公

正
な
取
引
を
す
る
こ
と
だ
ろ
う
な
と
推
測
で
き
ま
す
が
、

こ
れ
で
何
が
規
制
さ
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
何
が
当
て
は

ま
る
の
か
、
全
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

金
商
法
の
よ
う
に
「
重
要
な
事
実
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
が
何
を
示
す
か
全
く
書
か
れ
て

お
ら
ず
、
対
象
と
な
る
も
の
が
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
はRule-10b-5

は
、
あ
ら
ゆ
る
証
券
に
関
す
る
不
公

正
取
引
に
適
用
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
直

接
規
制
す
る
条
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
場
操
縦
に
関
し
て

は
別
の
条
文
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
はRule-10b-5

が

図表３
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多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
証
券
募
集
や
売
買

に
お
け
る
虚
偽
記
載
、
例
え
ば
粉
飾
決
算
な
ど
もRule-

10b-5
の
範
疇
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、ponzi 

schem
e

な
ど
証
券
に
関
す
る
詐
欺
もRule-10b-5

の
違

反
に
な
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
て
い
る
法
執
行
事

例
に
は
、
ど
の
よ
う
な
案
件
で
も
間
違
い
な
くRule-

10b-5

違
反
が
入
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
裁
判
例
も
多
い

の
で
、Rule-10b-5

に
関
し
て
、
ど
う
解
釈
す
る
か
、
空

白
を
埋
め
る
よ
う
な
判
例
理
論
は
非
常
に
充
実
し
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
証
券
法
専
門
の
弁
護
士
で
、Rule-

10b-5

ば
か
り
扱
っ
て
い
る
人
も
い
る
ぐ
ら
い
、
使
用
頻

度
が
高
い
条
文
で
す
。

　

さ
ら
に
、Rule-10b-5

は
全
世
界
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
あ
る
い
は
刑
事
事
件
を
取
り
扱
う
Ｄ
Ｏ

Ｊ
（
米
司
法
省
）
がRule-10b-5

を
使
う
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
投
資
家
や
市
場
に
何
か
影
響
が
あ
っ
た
り
、
米
国
内

で
一
定
の
行
為
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
で
す
。Rule-

10b-5

は
、
一
般
投
資
家
が
相
手
方
や
証
券
会
社
を
訴
え

る
た
め
に
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
に
は
ア
メ

リ
カ
で
上
場
、
売
買
な
ど
の
積
極
的
な
取
引
が
な
い
と
使

え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
○
一
○
年
の

モ
リ
ソ
ン
判
決
と
そ
の
後
の
法
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

モ
リ
ソ
ン
事
件
は
、
基
本
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
取

引
所
で
取
引
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
会
社
の
証

券
の
虚
偽
記
載
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
投
資
家

が
訴
え
た
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、Rule-10b-5

は
使
い
や
す
い
の

で
、
ア
メ
リ
カ
外
の
投
資
家
や
弁
護
士
が
よ
く
使
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
で
裁
判
が
非
常
に
増
え
て
し
ま
っ
た
。
少
し
制

限
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、Rule-10b-5

の
域
外
適
用

を
制
限
す
る
モ
リ
ソ
ン
判
決
が
下
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
も
、Rule-10b-5

は
い
ま
だ
に
法
執
行
や
投
資
家
に
よ

る
訴
訟
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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そ
の
ほ
か
、
日
本
に
関
す
る
事
案
に
適
用
さ
れ
た
例
も

あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
上
場
し
て
い
る
会
社
の
日
本
に

あ
る
子
会
社
の
虚
偽
記
載
が
ア
メ
リ
カ
の
証
券
に
影
響
を

与
え
た
と
し
てRule-10b-5

が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
日
本
に
もRule-10b-5

の
よ
う
な
条
文
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
金
商
法
一
五
七
条
で
、「
何
人
も
、
次
に
掲

げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
証
券
に
関
す
る
不

正
、
不
公
正
な
取
引
に
広
く
適
用
で
き
る
条
文
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
か
な
り
古
い
条
文
で
す
が
、Rule-

10b-5

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
詐
欺
的
行
為
を
禁

止
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、Rule-10b-5

と
は
異
な
り
、
私
の
知
る
限

り
、
金
商
法
一
五
七
条
が
法
執
行
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
裁
判
例
も
、
昭
和
四
○
年
の
裁
判
な
ど
数
件

し
か
な
く
、
ほ
ど
ん
ど
使
わ
れ
な
い
条
文
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
の
法
執
行
で
は
、
虚
偽
記
載
、
相
場
操
縦
、
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
規
定
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
、
一
つ
は
、
日
本
は
シ

ビ
ル
ロ
ー
（
制
定
法
）
の
国
な
の
で
、
制
定
法
に
し
っ
か

り
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
と
使
い
に
く
い
事
情
が
あ
り
ま

す
。
金
商
法
一
五
七
条
違
反
は
刑
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
は
、
禁
止
行
為
の
対
象

が
明
確
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
コ
モ
ン

ロ
ー
の
国
な
の
で
、
裁
判
で
「
こ
れ
が
法
だ
」
と
示
す
こ

と
で
、
曖
昧
な
制
定
法
の
解
釈
を
判
例
に
委
ね
て
規
制
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

Rule-10b-5

に
は
、
も
う
一
つ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、Rule-10b-5

は
多
く
の
事
例
に
適
用
で
き
ま
す
の

で
、
他
の
条
文
の
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
、
排
他
的
に
ど

ち
ら
か
し
か
適
用
で
き
な
い
の
で
は
な
く
て
、
重
ね
て

Rule-10b-5

違
反
を
問
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
、
制
裁

金
も
増
え
る
こ
と
で
す
。
後
で
お
話
し
し
ま
す
が
、
民
事

制
裁
金
は
一
つ
の
違
反
ご
と
に
科
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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違
反
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
制
裁
金
な
ど
が
増
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
、
別
の
条
文
の
違
反
プ
ラ
ス
、Rule-

10b-5
違
反
と
い
う
法
執
行
が
非
常
に
多
く
な
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
お
け
るRule-10b-5

の
適
用
例
に
つ
い
て
、
三
つ
の
有
名
な
判
例
と
と
も
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
一
九
六
八
年
のT

exas Gulf Sulphur

事
件
で
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
が
ア
メ
リ
カ
で
広
く

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
件
で
す
。

鉱
山
会
社
が
新
し
い
鉱
脈
を
発
見
し
た
こ
と
を
公
表
す
る

前
に
、
そ
の
会
社
に
勤
め
る
人
や
、
会
社
が
雇
っ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
人
が
株
の
取
引
を
行
っ
た
こ

と
で
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
高
等
裁
判
所
で
は
「
重
要
な

内
部
情
報
を
有
す
る
者
が
証
券
の
取
引
を
す
る
場
合
に

は
、
情
報
を
開
示
す
る
か
取
引
を
断
念
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
開
示
・
取
引
断
念
義
務
が
示
さ
れ
ま
し

た
。Rule-10b-5

を
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
文
脈
で
理
解

す
る
と
こ
う
な
る
と
い
う
こ
と
が
初
め
て
明
確
に
示
さ
れ

た
判
決
で
す
が
、
重
要
な
内
部
情
報
を
持
っ
て
い
た
ら
、

す
ぐ
情
報
開
示
し
な
い
限
り
取
引
を
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
の
は
、
規
制
の
対
象
が
広
過
ぎ
る
、
抑
止
効
果
が
強

過
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
出
ま
し
た
。

　

次
に
紹
介
す
る
判
例
は
、
一
九
八
〇
年
のChiarella

事
件
の
最
高
裁
判
決
で
す
。
こ
こ
で
は
、「
証
券
の
発
行

会
社
や
株
主
に
対
し
て
信
認
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
が
開

示
・
取
引
断
念
義
務
を
負
う
」
と
す
る
、
信
認
義
務
理
論

が
示
さ
れ
て
、
開
示
・
取
引
断
念
義
務
を
負
う
者
の
範
囲

が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
件
は
公
開
買
付
に
関
す
る
事
案
で
、
対
象
会
社
を
公

開
買
付
に
よ
っ
て
買
収
し
よ
う
と
し
た
会
社
は
、
投
資
家

に
開
示
文
書
を
配
る
た
め
印
刷
会
社
に
印
刷
を
依
頼
し
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
印
刷
会
社
の
従
業
員
（Chiarella

）

が
情
報
を
知
っ
て
、
公
表
前
に
対
象
会
社
の
株
を
買
い
付

け
た
の
で
す
。
し
か
し
、
裁
判
所
が
示
し
た
信
認
義
務
理
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論
で
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
従
業
員
は
印
刷
会
社
あ
る
い
は

買
収
し
よ
う
と
し
た
会
社
に
対
し
て
は
何
ら
か
の
義
務
を

負
っ
て
い
る
が
、
対
象
会
社
に
対
し
て
は
特
に
何
も
負
っ

て
い
な
い
。
つ
ま
り
、Chiarella

は
裁
判
所
が
示
し
た

狭
い
基
準
で
は
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
取
引
を
許
し
て
い
い
の
か
、
規
制

を
狭
く
し
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
九
七
年
に
三
番
目
の
、O

ʼH
agan

事

件
の
判
決
が
出
ま
す
。
こ
の
判
決
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
枠
組
み
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
判
決
で
は
、
あ
る
者
が
情
報
源
に
対
し
て
負
う
信

認
義
務
に
違
反
し
て
、
証
券
取
引
の
目
的
で
機
密
情
報
を

不
正
流
用
し
た
場
合
に
は
、Rule-10b-5

違
反
の
詐
欺
を

行
っ
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
不
正
流
用
理
論
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
企
業
買
収
の
案
件
で
、
取
引
を
し
た
人
は
、
買

収
す
る
側
の
代
理
人
弁
護
士
のO

ʼH
agan

で
す
。
同
氏

は
対
象
会
社
の
株
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
買
収
の
発

表
前
に
株
を
買
い
付
け
ま
し
た
が
、
対
象
会
社
に
は
義
務

を
負
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
人
を
許
し
て
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
、
不
正
流
用
理
論
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

O
ʼH

agan

が
信
認
義
務
を
負
う
の
は
あ
く
ま
で
買
収
者

に
対
し
て
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
信
認
義
務
に
も
違
反
し

た
ら
、
こ
れ
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
だ
と
い
う
こ
と
で
、

も
と
も
と
非
常
に
広
か
っ
た
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
概
念

が
狭
く
な
っ
て
、
ま
た
少
し
よ
り
戻
し
た
形
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
判
例
も
加
え
て
現
在
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
の
枠
組
み
を
ま
と
め
ま
す
と
、
ま
ず
、
自
ら
機
密
情
報

を
得
て
取
引
を
し
た
場
合
、
信
認
義
務
理
論
と
し
て
、
発

行
体
や
株
主
に
対
し
て
信
認
義
務
を
負
っ
て
い
れ
ば
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
に
な
り
、
情
報
開
示
か
取
引
を
断
念
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
情
報
源
に
対
し
て
信
認
義
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務
を
負
い
、
当
該
情
報
を
不
正
流
用
し
た
者
も
、
違
反
と

な
り
ま
す
。

　

情
報
伝
達
（T

ipping

）
の
文
脈
で
整
理
す
る
と
、
ま

ず
、
情
報
提
供
者
（T

ipper

）
が
信
認
義
務
に
違
反
し

て
、
個
人
的
便
益
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
情
報
を

提
供
し
た
場
合
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
、Rule-10b-5

違
反
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
情
報
受
領
者
（T

ippee

）

は
、
最
初
の
情
報
提
供
者
が
信
認
義
務
に
違
反
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
、
あ
る
い
は
知
る
べ
き
立
場
に
あ
っ
て
取

引
を
し
た
場
合
も
、Rule-10b-5

違
反
に
な
り
ま
す
。
日

本
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
で
は
、
一
次
情
報
提
供
者

ま
で
が
規
制
の
対
象
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、

T
ipper

・T
ippee

の
関
係
が
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
二

次
、
三
次
、
四
次
と
、
芋
づ
る
式
に
法
執
行
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
過
去
に
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
法
執
行
事

例
と
し
て
十
数
人
が
違
反
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
仮
の
事
例
を
用
い
て
日
本
法
と
ア
メ
リ
カ
法

の
適
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

発
行
体
Ｘ
の
社
長
Ａ
が
、
自
社
に
対
す
る
評
価
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
Ｂ
（
発
行
体
と
の
契

約
関
係
な
し
）
限
り
で
、
未
公
表
の
重
要
事
実
を
伝
え
た

と
し
ま
す
。
Ｂ
は
自
分
で
取
引
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
友
人
Ｃ
と
自
分
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｄ
に
情
報
を
伝

え
、
Ｃ
と
Ｄ
は
重
要
事
実
公
表
の
前
に
Ｘ
株
の
取
引
を
行

い
、
Ｂ
は
Ｃ
か
ら
金
銭
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ

は
、
Ｂ
が
自
ら
分
析
し
た
情
報
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
考

え
た
一
方
、
Ｄ
は
、
Ａ
と
Ｂ
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
情
報
は
Ａ
か
ら
来
た
と
薄
々

感
づ
い
て
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
、
日
本
法
と
ア
メ
リ
カ
法
で
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
は
そ

れ
ぞ
れ
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
違
反
と
な
る
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
ず
日
本
法
の
場
合
は
、
一
次
情
報
受
領
者
ま
で
が
規
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制
対
象
と
な
り
ま
す
。
Ａ
は
情
報
伝
達
者
で
す
が
、
日
本

法
で
は
利
益
を
得
さ
せ
る
目
的
が
必
要
で
す
の
で
、
評
価

の
仕
方
に
も
よ
る
も
の
の
、
目
的
要
件
を
満
た
さ
な
い
の

で
Ａ
は
違
反
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｂ

は
自
分
自
身
で
は
取
引
を
し
て
お
ら
ず
、
二
次
情
報
伝
達

者
で
も
あ
る
の
で
違
反
に
該
当
し
な
さ
そ
う
で
す
。
Ｃ
と

Ｄ
は
取
引
を
し
て
い
ま
す
が
、
二
次
情
報
受
領
者
で
あ
る

た
め
違
反
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
日
本
法
で
は
、

そ
の
明
確
性
に
よ
っ
て
、
全
員
違
反
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
表
４
）。

　

た
だ
し
、
事
実
認
定
に
よ
っ
て
異
な
る
結
論
と
な
る
こ

と
も
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。
実
際
に
は
利
益
を
得
さ
せ
る

目
的
が
Ａ
に
あ
っ
た
と
か
、「
自
社
評
価
を
高
め
て
」
が

何
か
利
益
を
得
さ
せ
る
目
的
に
つ
な
が
る
と
か
、
そ
う

い
っ
た
認
定
が
で
き
れ
ば
、
Ａ
は
情
報
伝
達
の
規
制
違
反

に
な
り
得
ま
す
。
あ
る
い
は
、
Ｘ
社
と
Ｂ
の
間
に
何
か
契

約
関
係
が
あ
っ
て
、
そ
の
も
と
で
情
報
が
伝
わ
っ
た
と
い

図表４

• ただし、事実認定により、結論が異なるケースもあり得る
（例︓Aに利益を得させる目的、Bは会社関係者）

1③ 比較事例(2)

日本法 米国法
A

B

C

D

× 情報伝達者だが、目的
要件を満たさない

× 二次情報受領者

× 二次情報伝達者

BX
D

C
A

「自社評価高めて」

Bの友人・「Bが自分で分析しただろう」

Bの顧客・「AとBは仲がいい」
取引せず

○ 情報伝達者。Aは発行体Xに信認義務を有する。
便益は金銭に限られない。

○ 情報伝達者。BはAに対して信認義務を負う。
Cからは金銭、Dからは将来のビジネスという便益。

× 情報受領者であるが、Aが信認義務に違反している
ことを知らない。

○ 情報受領者。Aが信認義務に違反していることを
知っている（受領者側は便益の有無関係なし）。
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う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
Ｂ
は
会
社
関
係
者
に
な
る
の
で
、
一

次
情
報
伝
達
者
と
し
て
違
反
に
な
り
得
ま
す
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
ま
ず
、
発
行
体
Ｘ
に
対

し
て
信
認
義
務
を
有
す
る
Ａ
は
、
情
報
の
伝
達
者
と
し
て

違
反
に
な
り
得
ま
す
。
さ
ら
に
、
便
益
に
は
金
銭
に
限
ら

ず
自
社
評
価
を
高
め
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
の
で
、
Ａ
は

Rule-10b-5

違
反
、
つ
ま
り
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
違

反
に
な
り
得
ま
す
。

　

Ｂ
は
、
自
分
で
は
取
引
を
し
て
お
ら
ず
、
情
報
伝
達
者

と
し
て
Ａ
に
対
し
て
信
認
義
務
を
負
う
か
ど
う
か
と
い
う

議
論
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
か
ら
は
金
銭
を
受

け
取
っ
て
い
ま
す
し
、
Ｄ
か
ら
は
将
来
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
が
る
便
益
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
、
Ｂ
は
情
報
伝
達

者
と
し
てRule-10b-5

違
反
に
な
り
得
ま
す
。

　

Ｃ
は
情
報
受
領
者
で
す
が
、
Ｂ
自
身
の
分
析
の
情
報
だ

と
信
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
Ａ
の
信
認
義
務
違
反
を
知
ら
な

い
こ
と
に
な
り
、
規
制
の
枠
を
外
れ
ま
す
。
Ｄ
に
つ
い
て

は
、
も
と
も
と
Ａ
の
信
認
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
自
分
が
情
報
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
でRule-10b-5

違
反
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
情
報
受
領
者
に
つ
い
て
、
特
に
便
益
は
問
わ
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
日
本
法
の
場
合
は
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
に
な
ら
な
い
、
ア
メ
リ
カ
法
の
場
合
は
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
に
な
り
得
る
と
い
う
非
常
に
明
確
な
差
が
表

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二�

、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
対
す
る
法

執
行
の
日
米
比
較

　

私
が
所
属
し
て
い
た
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
は
、
一
九
九
二
年
、
金

融
庁
の
一
部
と
し
て
、
金
商
法
の
執
行
機
関
と
い
う
位
置

付
け
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
法
執
行
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
課
徴
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金
調
査
が
あ
り
ま
す
。
違
反
行
為
の
抑
止
と
規
制
の
実
効

性
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
課
徴
金
は
、
経
済
的
な

利
得
相
当
額
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
行
為
ご
と
に
具

体
的
な
算
出
方
法
が
決
ま
っ
て
い
て
、「
こ
の
行
為
の
場

合
は
課
徴
金
○
○
円
」
と
算
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
場
合

は
、
公
表
後
二
週
間
以
内
に
最
良
の
価
格
で
売
買
で
き
た

と
い
う
想
定
の
も
と
に
利
益
を
計
算
し
、
金
融
庁
内
の
審

判
手
続
を
通
じ
て
納
付
命
令
が
発
出
さ
れ
ま
す
。
対
象
者

に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
裁
判
に
訴
え
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
犯
則
調
査
で
す
。
罰
則
に
よ
る
市
場
の
公

正
・
健
全
性
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
犯
則
の
心
証

を
得
た
と
き
、
検
察
に
告
発
し
ま
す
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
に
お
け
る
刑
事
罰
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
五

〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
併
科
と
な
り
ま

す
。
相
場
操
縦
や
発
行
開
示
に
お
け
る
虚
偽
記
載
は
一
〇

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
ま

た
は
そ
の
併
科
で
す
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
は
い
わ
ゆ
る

形
式
犯
で
、
形
式
的
に
要
件
を
満
た
せ
ば
動
機
な
ど
は
問

わ
ず
違
反
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
上
限
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
法
執
行
は
こ
の
後
ご
説
明
し
ま

す
が
、
日
本
の
法
執
行
に
お
い
て
異
な
る
点
と
し
て
は
、

　

①�　

日
本
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
が
自
ら
原
告
と
な
っ
て
裁
判

を
起
こ
す
こ
と
は
な
い
こ
と
。

　

②�　

調
査
を
途
中
で
や
め
る
こ
と
は
当
然
あ
り
得
ま
す

が
、
正
式
に
和
解
を
し
て
法
執
行
を
行
わ
な
い
と
い

う
選
択
肢
が
無
い
こ
と
。

　

③�　

課
徴
金
は
罰
則
・
制
裁
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
経

済
的
利
得
相
当
額
を
剝
奪
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

続
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
法
執
行
で
す
。
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Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
正
式
に
は
「
証
券
及
び
取
引
所
委
員
会
」
で

あ
り
、
一
九
三
四
年
に
連
邦
取
引
所
法
が
制
定
さ
れ
た
際

に
設
立
さ
れ
た
、
連
邦
証
券
取
引
法
の
執
行
機
関
で
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
有
す
る
権
限
と
し
て
、
行
政
権
、
立
法
権
、

司
法
権
が
あ
り
ま
す
。
行
政
権
に
つ
い
て
は
、
広
範
な
調

査
権
と
行
政
・
民
事
・
刑
事
手
続
を
通
じ
て
法
執
行
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
立
法
権
はRule-10b-5

な
ど
の
規
則
を

作
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
レ
タ
ー
が
法
的
な
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
レ

タ
ー
と
は
、
法
的
に
白
黒
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
取
引

を
行
い
た
い
場
合
、
そ
の
取
引
が
問
題
な
い
か
ど
う
か
を

Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
文
書
で
照
会
す
る
と
、
そ
れ
が
問
題
な
い
取
引

で
提
案
ど
お
り
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
法
執
行

を
行
わ
な
い
旨
を
回
答
し
、
そ
れ
を
公
表
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
レ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｅ

Ｃ
の
法
令
解
釈
の
立
場
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
私
が
弁

護
士
事
務
所
に
在
籍
し
て
い
た
と
き
に
、
顧
客
の
取
引
が

法
令
違
反
の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
問
い
合
わ
せ

て
、
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
レ
タ
ー
を
返
し
て
も
ら
っ
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
司
法
権
に
つ
い
て
は
、
自
ら
行
政
手
続
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
自
主
規
制
機
関
の
処
分
の
審

査
も
行
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
、

ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
、
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
、
全
て
の
権
限

を
有
し
、
さ
ら
に
は
、
作
ら
れ
た
規
則
が
非
常
に
広
く
使

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
と
比
べ

る
と
権
限
が
広
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

続
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
法
執
行
の
手
段
で
す
。
大
き

く
三
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
つ
は
行
政
手
続
き
で
、
最
近
少
し
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
任
命
し
て
雇
用
す
る
行
政

法
判
事
が
裁
判
の
よ
う
な
手
続
を
行
っ
て
処
分
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
内
で
完
結
す
る
手
続
で
す
。

　

２
つ
目
は
民
事
手
続
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
原
告
と
な
っ
て
連
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邦
地
裁
に
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

点
目
の
行
政
手
続
き
と
あ
わ
せ
て
、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も

行
為
の
差
し
止
め
、
不
当
利
得
の
吐
き
出
し
、
そ
し
て
ペ

ナ
ル
テ
ィ
の
意
味
合
い
の
あ
る
民
事
制
裁
金
を
科
す
と

い
っ
た
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
い
は
取
引
停
止
、
役
職

員
か
ら
の
排
除
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
の
場
合
、
民
事
制
裁
金
は
不
当
利
得
の
三

倍
が
上
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
刑
事
手
続
で
す
。
事
案
の
性
質
に
よ
り
、
連

邦
地
方
検
事
に
事
案
を
送
付
し
ま
す
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
の
刑
事
罰
は
、
二
〇
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
五
〇
〇

万
ド
ル
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
併
科
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
特
徴
と
し
て
特
に
紹
介
し
た
い
の
が
民
事

制
裁
金
で
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
設
立
か
ら
約
五
〇
年
間
、
制
裁

を
科
す
に
は
ま
ず
刑
事
手
続
を
使
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
等
の
不
公

正
取
引
が
横
行
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
権
力
を
も
う
少
し
高
め

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
八
四
年
に
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
制
裁
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
課
徴

金
は
あ
く
ま
で
経
済
的
な
利
得
を
剝
奪
す
る
も
の
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
裁
判
を
起
こ
せ
ば
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
意
味
合
い
が
あ
る
民
事
制
裁
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
○
一
○
年
の
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
ま

つ
わ
る
改
正
を
含
む
三
回
の
改
正
が
行
わ
れ
、
民
事
制
裁

金
の
対
象
範
囲
が
徐
々
に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
民
事

制
裁
金
を
請
求
で
き
る
対
象
は
、
当
初
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
の
み
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
証
券
法
違
反
に

も
広
が
り
、
さ
ら
に
は
、
裁
判
を
起
こ
さ
な
く
て
も
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
内
で
完
結
す
る
行
政
手
続
で
民
事
制
裁
金
を
科
す
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
場
合
に
は
、
民
事
制
裁
金
は
不

当
利
得
の
三
倍
と
い
う
上
限
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の
違
反

の
場
合
、
自
然
人
か
法
人
か
、
過
失
か
故
意
か
な
ど
、
違
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反
行
為
の
態
様
に
応
じ
て
上
限
額
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ

の
上
限
の
中
で
あ
れ
ば
、
裁
量
的
に
金
額
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
違
反
の
数
え
方
に
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
大
き
な
裁
量
が

あ
り
ま
す
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
と
き
は
そ
れ
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
か
の
不
公
正
取
引
は
違
反
行
為

「
ご
と
」
に
何
度
も
カ
ウ
ン
ト
す
れ
ば
、
そ
れ
に
従
っ
て

民
事
制
裁
金
も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
一
件
で

一
億
ド
ル
を
超
え
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ち
な

み
に
二
○
二
三
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
科
し
た
民

事
制
裁
金
の
合
計
額
は
約
一
六
億
ド
ル
で
し
た
。

　

民
事
手
続
は
裁
判
な
の
で
公
平
感
が
あ
り
ま
す
が
、
行

政
手
続
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
内
の
案
件
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
Ｓ
Ｅ
Ｃ

が
勝
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
こ
の
よ
う
に
大
き
な
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
科
し
て
い
い
の
か
、
多
く
の
議
論
が
あ
り
ま

し
た
。

三�

、
米
国
の
法
執
行
に
関
す
る
近
年
の

重
要
論
点

　

本
日
の
講
演
の
最
後
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
米
国
の
法

執
行
に
関
す
る
近
年
の
重
要
論
点
を
何
点
か
紹
介
し
ま

す
。

　

一
点
目
は
和
解
ポ
リ
シ
ー
の
変
更
で
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
行

政
手
続
・
民
事
手
続
が
実
際
に
終
結
ま
で
行
き
つ
く
こ
と

は
少
な
く
、
大
部
分
は
被
告
と
和
解
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
和
解
案
に
は
「
違
法
行
為
を
否
定
も
肯
定
も
し
な

い
」
と
い
う
特
徴
的
な
文
言
が
必
ず
入
っ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
場
合
、
法
執
行
の
対
象
に
な
る
と
、
一
般
投
資

家
が
裁
判
を
起
こ
し
た
り
、
別
の
法
執
行
機
関
か
ら
も
法

執
行
を
受
け
た
り
と
、
裁
判
が
頻
発
し
ま
す
。
で
す
か

ら
、
も
し
違
法
行
為
を
し
た
と
認
め
る
と
、
そ
れ
が
ほ
か

の
裁
判
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
言
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を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
和
解
さ
せ
や
す
く
し
て
い
ま

す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
扱
う
案
件
は
多
く
、
途
中
で
和
解
す
れ
ば
コ

ス
ト
が
削
減
で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
回
転
ド
ア
と
言
い
ま

す
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
投
資
家
、
証
券
会
社
は
お
互
い
に
行
き

来
が
あ
る
の
で
、
深
刻
な
対
立
を
避
け
る
た
め
に
和
解
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
被
告
側
か
ら
す
る
と
、
早
め
に

終
結
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
し
、
裁
判
に
な
っ
て

情
報
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
あ
る
い
は
、
違

法
行
為
を
認
め
な
く
て
も
よ
い
の
で
こ
こ
で
和
解
を
し
た

ほ
う
が
得
策
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
法
執
行
案
件
は
和

解
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
和
解
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
の
で
す
が
、
二
○
一
○
年
代
半
ば
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
後
か
ら
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
よ
り
強
い
立
場
を
出

す
た
め
に
、
特
に
悪
質
な
ケ
ー
ス
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し

た
、
必
ず
入
っ
て
い
た
文
言
が
な
く
、
あ
え
て
違
法
行
為

を
認
め
さ
せ
て
和
解
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
行
政
手
続
き
に
関

す
る
去
年
の
最
高
裁
判
例
で
す
。
か
つ
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
行
政

手
続
と
民
事
手
続
を
し
っ
か
り
使
い
分
け
て
い
ま
し
た
。

行
政
手
続
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
内
の
手
続
な
の
で
、
争
点
が
少
な
い

事
案
や
業
者
対
象
に
限
定
し
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
行
政
手
続
の
対
象
範
囲
が
拡
大
し
、
裁
判
を
起
こ
さ

な
く
て
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

特
に
二
○
一
○
年
以
降
、
行
政
手
続
の
件
数
が
激
増
し
ま

し
た
。

　

民
事
裁
判
を
行
う
の
は
中
立
の
立
場
の
裁
判
官
・
陪
審

員
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
に
肩
入
れ
す
る
こ
と
は
建
前
上
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
、
行
政
手
続
の
判
断
を
行
う
行
政
法
判

事
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
雇
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
不
利

な
判
断
を
下
す
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
す
。
実
際
に
Ｓ

Ｅ
Ｃ
は
行
政
手
続
の
ほ
と
ん
ど
の
案
件
で
勝
利
を
お
さ
め

て
き
ま
し
た
。
民
事
裁
判
で
あ
れ
ば
理
論
的
に
は
五
分
五
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分
で
す
が
、
行
政
手
続
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
勝
つ
こ
と
が
ほ
ぼ

決
ま
っ
て
い
て
、
か
つ
、
民
事
制
裁
金
と
い
う
か
な
り
重

い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
せ
る
。
そ
れ
は
お
か
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
訴
訟
が
頻
発
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
二
○
二
四
年
六
月
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
対Jarkesy

の
連
邦
最
高
裁
判
決
で
、
行
政
手
続
で
民
事
制
裁
金
を
科

す
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
憲
法
違
反
で
あ
る
と
の
画
期

的
な
判
断
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
民
事
制

裁
金
と
い
う
重
い
処
分
を
科
す
に
は
、
行
政
手
続
で
は
な

く
、
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
法
執
行
の
ス
タ
ン
ス
が
大
き
く
方
向
転
換

し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
伝
統
的
に
行
政
庁
の
権
限
が
強
く
、
Ｓ
Ｅ

Ｃ
に
限
ら
ず
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
米
連
邦
取
引
委
員
会
）
な
ど
の

行
政
庁
は
、
伝
統
的
に
行
政
庁
内
の
判
断
で
民
事
制
裁

金
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
し
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
違
憲

判
決
が
か
な
り
影
響
を
与
え
て
い
て
、
行
政
庁
の
権
力
が

弱
ま
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
今
の
一
つ
の

流
れ
で
す
。

　

三
点
目
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
関
す
る
新
し
い
流

れ
、
シ
ャ
ド
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
理
論
で
す
。

　

本
日
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制

は
、
上
場
会
社
に
関
す
る
重
要
な
未
公
表
情
報
を
知
っ

て
、
当
該
会
社
の
株
式
な
ど
を
売
買
す
る
こ
と
を
禁
止
す

る
も
の
で
す
。
一
方
、
シ
ャ
ド
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
、
重
要
な
未
公
表
情
報
を
知
っ
て
、
当
該
会
社
そ
の
も

の
の
株
で
は
な
く
て
、
そ
の
取
引
と
経
済
的
に
リ
ン
ク
し

て
い
る
別
の
会
社
の
株
を
売
買
す
る
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は
こ
の
行
為
が
非
常
に
増
え
て
き
て
、
規
制
す
べ
き

と
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
○
二
四
年
四

月
、
地
裁
判
決
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
対

Panuw
at

の
事
件
で
、
シ
ャ
ド
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

自
体
も
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
な
る
の
だ
と
い
う
初
め
て

の
判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
事
件
は
、
Ｍ
社
社
員
の
Ｐ
氏
が
、
Ｍ
社
が
フ
ァ
イ

ザ
ー
に
買
収
さ
れ
る
と
い
う
内
部
情
報
を
入
手
し
、
Ｍ
社

の
株
を
買
え
ば
当
然
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
な
る
と
こ

ろ
、
Ｐ
氏
は
Ｍ
社
の
株
で
は
な
く
、
同
業
種
・
同
規
模
の

Ｉ
社
の
購
入
オ
プ
シ
ョ
ン
を
買
い
付
け
た
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
買
収
公
表
後
に
Ｍ
社
だ
け
で
な
く
Ｉ
社
の

株
も
高
騰
し
た
こ
と
で
Ｐ
氏
は
利
益
を
得
た
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
シ
ャ
ド
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
す
。
従
来
の
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
範
囲
で
は
規
制
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
事
例
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
Ｐ
氏
は
Ｉ
社
株
購

入
の
た
め
に
Ｍ
社
の
情
報
を
不
正
流
用
し
た
、
他
の
会
社

の
株
の
購
入
の
た
め
に
も
そ
の
情
報
を
使
っ
て
は
な
ら
な

か
っ
た
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
連
邦
地
裁
は
、
こ
れ
がRule-10b-5

違

反
に
な
る
と
初
め
て
認
め
ま
し
た
。
今
後
、
高
裁
、
最
高

裁
で
争
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
判
決
は
確
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
取
引
規
制
の
範
囲
を
か
な
り
拡
大
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
、
非
常
に
重
要
な
判
決
で
す
。

　

最
後
に
、
本
日
の
説
明
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
日
本
は
制
定
法
の
国
で
あ
り
、
明
確
性
・
安

定
性
を
重
視
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
九
一
七
六
文
字
の
金
商

法
一
六
六
条
プ
ラ
ス
、
施
行
令
・
内
閣
府
令
で
細
か
く
定

義
づ
け
、
要
件
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
判
例
法
の
国
で
す
。
も
ち
ろ
ん
制

定
法
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
柔
軟
性
・
機
動

性
を
重
視
す
る
の
で
、
短
く
曖
昧
なRule-10b-5

の
条
文

を
あ
ら
ゆ
る
証
券
の
不
公
正
取
引
に
適
用
で
き
る
。
そ
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
判
例
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
何
が
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
な
の
か
、
何
を
す
る
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

取
引
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
定
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ど
ち
ら
が
良
い
・
悪
い
で
は
な
く
、
考
え
方
の
違

い
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を

研
究
し
て
い
る
学
者
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
規
制
は
広

過
ぎ
る
、
取
引
を
抑
止
す
る
効
果
が
大
き
過
ぎ
る
、
明
確
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点
か
ら
、
制
定
法
で
明
確
に
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
、
制
定
法
のRule-10b-5

は
全

く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
判
例
で
新
し
い
判
断
を

す
る
と
、
そ
れ
が
法
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
で
す
か

ら
、
シ
ャ
ド
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
新
し
い
形

態
の
取
引
で
あ
っ
て
も
、
従
来
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の

範
囲
を
広
く
し
て
規
制
の
中
に
捉
え
て
い
く
こ
と
も
、
可

能
性
と
し
て
は
あ
り
得
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
一
旦

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
拍
手
）

○
森
本
理
事
長　

山
本
様
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に

つ
い
て
、
日
米
の
違
い
を
規
制
及
び
執
行
面
か
ら
非
常
に

わ
か
り
や
す
く
、
明
快
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
皆
様
か
ら
御
質
問
、
御
意
見
を
い
た
だ
き

に
書
か
れ
て
い
る
日
本
の
法
律
の
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
主

張
す
る
方
も
い
ま
す
。

　

法
執
行
の
面
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
は
民
事
手
続
や
和
解

の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
事
制
裁
金
も

な
く
、
あ
く
ま
で
行
為
ご
と
に
経
済
的
利
得
額
を
計
算
し

て
出
す
課
徴
金
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
民
事
手
続
・
行
政
手
続
を
活
用
し

て
、
そ
の
多
く
で
和
解
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
多
額
の
民
事
制
裁
金
を
科
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
二
○
二
四
年
の
連
邦
最

高
裁
判
決
で
ツ
ー
ル
の
一
つ
を
失
っ
た
と
い
い
ま
す
か
、

行
政
手
続
に
お
い
て
民
事
制
裁
金
を
請
求
で
き
な
い
。
も

し
民
事
制
裁
金
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
し
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
民
事
手
続
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
方
針
転
換
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
場
合
は
、
新
し
い
情
報
伝
達
・
取
引
推
奨
規
制

を
導
入
し
よ
う
と
す
る
と
、
明
確
性
・
安
定
性
重
視
の
観
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た
い
と
思
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
質
問
者　

ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
ッ

ジ
自
体
は
、
か
つ
て
は
年
に
数
件
あ
る
か
な
い
か
だ
っ
た

も
の
が
増
え
、
今
日
の
お
話
で
す
と
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン

ク
法
の
中
で
適
用
範
囲
が
広
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
、
イ
ン
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
ッ
ジ
の
要
件
に
つ
い
て
、「
こ

う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
細
か
い
規
定
は
ド
ッ

ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
中
に
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
Ｓ

Ｅ
Ｃ
が
イ
ン
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
ッ
ジ
を
増
や
す
こ
と
に
な
っ
た

契
機
は
何
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
さ
ら
に
、
最
高
裁
で

イ
ン
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
ッ
ジ
が
否
定
さ
れ
た
の
は
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
シ
ェ
ブ
ロ

ン
法
理
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
連
邦
法
に
明
確
に
書
い
て
い
な
く

て
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
専
門
性
を
重
視
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
ほ

ど
の
モ
リ
ソ
ン
判
決
の
お
話
の
よ
う
に
、
最
高
裁
で
「
や

は
り
こ
れ
は
連
邦
法
で
し
っ
か
り
書
き
な
さ
い
」
と
い
う

姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
同
じ
よ
う
な

論
理
で
シ
ャ
ド
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
、
連
邦
法
で

し
っ
か
り
と
書
い
て
い
な
い
範
囲
ま
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
対
象
を

広
げ
た
こ
と
に
関
し
て
、
今
後
の
裁
判
で
否
定
的
な
見
解

が
示
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
御
意
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
山
本　

シ
ェ
ブ
ロ
ン
法
理
は
「
曖
昧
な
法
律
の
解
釈
に

つ
い
て
は
行
政
庁
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
」
と
い
う
考
え

方
で
す
。
伝
統
的
に
ア
メ
リ
カ
は
行
政
庁
の
権
限
が
強
い

の
で
す
が
、
そ
の
流
れ
が
少
し
変
わ
っ
て
、
行
政
庁
に
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
裁
量
権
を
与
え
な
い
と
い
う
判
例
が
出
ま

し
た
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
る
と
、
行
政
庁
の
権
限
は
か
つ
て

ほ
ど
強
く
な
い
方
向
に
行
く
と
思
い
ま
す
。

　

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
い
ろ
い
ろ
な
改
正
の
中
の
一

つ
で
、
行
政
手
続
で
も
一
般
的
に
民
事
制
裁
金
を
科
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
権
限
が
明
確
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
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た
だ
、
先
ほ
ど
の
シ
ェ
ブ
ロ
ン
法
理
の
変
更
も
あ
り
ま
す

し
、
今
回
の
シ
ャ
ド
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
自
体
は
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
内
の
手
続
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
民
事
裁
判
で
公

平
な
裁
判
官
が
ジ
ャ
ッ
ジ
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今

回
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
主
張
が
ど
こ
ま
で
重
視
さ
れ
て
い
く
か
。

行
政
庁
の
権
力
を
弱
め
て
い
く
よ
う
な
流
れ
で
行
く
と
、

ま
た
ひ
っ
く
り
返
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。
そ
こ
は
ま

さ
に
御
理
解
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

○
森
本
理
事
長　

御
説
明
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
同
じ
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
で
も
、
日
米
で
規
制
の
建
て
つ
け

や
執
行
の
仕
方
が
大
き
く
違
い
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
が
ペ

ナ
ル
テ
ィ
も
重
い
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
日
米
の
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
の
抑
止
に
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
生
じ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

○
山
本　

そ
の
点
は
明
確
な
デ
ー
タ
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
規
制
の
内
容
や
方
向
性
は
異
な
る
の
で
す

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引

が
全
く
な
い
わ
け
で
も
な
い
し
、
日
本
で
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

取
引
が
横
行
し
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

は
ど
ち
ら
の
方
向
性
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
結

果
と
し
て
実
効
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
法
執
行
を
し
て
い
た
立
場
で
言
い
ま
す
と
、
ア
メ

リ
カ
で
あ
れ
ば
こ
の
案
件
は
行
け
る
の
に
、
日
本
は
こ
う

書
い
て
あ
る
か
ら
行
け
な
い
と
い
う
忸
怩
た
る
思
い
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
感
覚
と
し
て
は
実
効
力
に
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

○
森
本
理
事
長　

本
日
の
「
資
本
市
場
を
考
え
る
会
」
は

以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

山
本
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

（
や
ま
も
と
　
ま
さ
み
ち
・
名
古
屋
商
科
大
学 

教
授
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

�
（
本
稿
は
、
令
和
七
年
三
月
二
四
日
に
開
催
し
た
講
演
会
で
の
要

旨
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
責
は
当
研
究
所
に
あ
る
。

）
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